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Influence　of　Ages　in　the　Prevalence　of　Anthracosilicosis
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　　珪肺症・炭珪肺症の研究は労働医学上の重要課
　　　　　　　　　　　　　　，　題であり，その研究も多方面に亘っているが，珪
　肺症・炭珪肺症に対する生体側の感受性（Susce－
　ptibility）の問題については殆どその業績をみな
　い。この点に関し石川1）は二二発生と年齢・性と
　に関する実験或は統計学的報告に接しないのは遺
　憾であると述べており，珪肺論義に影響する生体
　の種々なる反応様式の解明は珪肺症の治療が皆無
　の現在，予防としての役割は大き’い。
　　従来の報告2）一5）によると，年齢が増加するに従
　い，また珪酸塵作業に従事する期間が長いほど，
　珪肺の罹患率が上昇するといわれているが，一般
　に年齢の多い者ほど勤続年数も長く，かかる労働
　者は珪酸塵に曝露される時間も多くなるから，珪
　肺罹患率も上昇するのは当然と思われる。従って
　このことから直ちに年齢の増加が珪肺の罹患を高
　める素因をなすとはいえない。
　　よって著者等は，労働者の年齢素因と粉塵作業
．
　に従事した年数とを分離して，それぞれの因子が
　珪肺罹患にどのような意義を有するかを検討し
　た：。
実験方法
　a）対象集pa　：昭和27年8～9月の2箇月聞に亘り，北
海道の4炭覇の珪肺検診を行った。被検者総数は354名で，
炭珪肺症の診断はレ線胸部直接撮影によ『り，病期区分は労
功省の珪肺診断基準に従い，亦初期珪肺症は申村等「））のの
記載に従って決定した。
　しかし，石炭山坑内夫の職種は種々であって，掘進夫・
採炭夫の如く絶えず高濃度の粉塵に曝露される職種もある
が，また坑内運搬夫・機械夫の如く粉塵曝露の不定な職種
もあるので，成汚の信頼性を高めるために職歴調査により，
採炭のみに従事した者を選んで対象とした。これは勿論採
炭に従事する以前には粉塵樹影に従事したことのない者で
ある。
　b）集計及び解析方法：この採炭夫150名につき’，採炭
夫に採用された時の年齢を採用時年齢とし，これを採炭に
従事した年数によって次の如く分類した。
　　採用時年齢29歳以下・勤続19年以丁
　　　　　　　〃　　　　　20～29年
　　　　　　　〃　　　　　30年以上
　　採用時年齢30歳以上・勤続19年以下
　　　　　　　〃　　　　　　20～29年
　以上の各群についてXL’一test（例数の少ない群ではRA．
Fisherの直接確率計算法）を用いて，年令及び勤続年数に
よる有病率を比較した。
　　　　　　　　実験成績
　1）採炭夫の珪肺罹患状況：前述の基準に従って選出し
た採炭夫150名の珪肺罹患状況は第1表の如くである。即
ち59名の患者が発見されたが，その中璋肺第2度以上に該
当するものは僅かに4名にすぎず，大多数はag　1度以下の
1）石川：労働科学研究11，21〔昭9）。
2）石川二労働科学14，363（昭12）．’
3）石川・他：労働科学15，169（昭13＞．
4）籠山。渡辺：学働科学16，772（昭14）．
5）山岸・井上：臼衙雑5，8（昭25＞．
6）中村・他：東北医誌，磯山特麟94（昭24），
7）関谷：東北医誌49，543（昭29）．
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Table　1．　iPTevalence　of　Anthracosilicosis　from　150　Coal
　　　　Miners　in　Respect　to　the　Stage　of　Disease
．
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軽症者であって，この点は金属鉱山における珪肺の発生状
況と比較して，病勢上かなり異なるように思われる。
　2）勤続年数との関係＝第2表に示す如く，採用時の年
齢の如何にかかわらず，勤続年数が増加するとともに有病
率が上昇する傾向が見られる。これを統計学的に検定する
と，29歳以下の群においては各群の有病率の間にはいずれ
も5％以下の危険率で有意の差が認められるが，30歳以上
の2群問には差が認め難い。これは勤続年数20～29年の
群の例数が少いためと思われる。
　また，この年齢群は30年以上勤続した者がいないため，
その有病率を求めることは出来なかった。
　3）採用時の年齢との関係：年齢についてみると，同一’
勤続年数19年以下の若年者と高年者の闇の有病率は5％
以下の危険率で高年者群が高率で，比較的高年齢で採炭作
業に始めて従專する者は，若年齢で従事する者に比し，炭
珪肺症に罹患し易いといえる。
　また若年齢で採用され勤続年数の長い者と高年齢で採用
され勤続年数の短い者との有病率の問に統計単的差異を認
めないことは興味ある現象と思う。　　　　　　　　　　〆
　以上の成綬から採炭夫においては，勤続年数が長くなる
に従い西湘肺症の有病率は上昇し，高年齢で始めて採炭作
業に従博する者は，若年者のそれに比し早く罹患し易く，
炭珪肺症の罹患に年齢的素因が大きな影響を及ぼすことが
証明された。
考 按
　珪肺症に対する罹患の因子としてLanza＆Goldberg8）
によると
　　1）察中粉塵の量と呼吸量：
　　2）粉塵中の遊離珪酸の濃度
　　3）粉塵に対する曝露時聞
　　4）個体の感受性
の4因子を列記している。1），2）は粉塵の．質・量の両面から
の研究が行われ，eastem　Pensylvaniaの炭麟にて遊離珪
酸と炭珪肺発生の関係を調査しS），粉塵中の珪酸含有量が
13％の場合は10～15miilion　particles　per　cubic　foo七
が恕限量（Safe　limits）であると述べているが，当然呼吸
量の個人差・年齢差も考慮されなければならない。3＞につ
いては勤続年数をもつて曝露丁丁を現わしているが2）一’5），
これは著者等の成績でも同様で，勤続年数の増加に従い有噴
煙率も上昇するのは当然で，寧ろ粉塵濃度と勤続年数から
みた炭珪肺症罹患への危害の状況を把握することが重要で
ある。著者等は坑内の粉塵測定を行わなかったが，勤続20
年以上で著明に有病率が増高することを知った。これら1＞，
2），3）はその構成要素が比較的単純であることから，その解
明について古くから研究がなされているが，・4）の個体の感
受性に関しては，緒言にもふれた如く，年齢・性，さらに
一般生理状態，G．　Lehmann9）・le）のいう鼻腔の濾塵能力の
8）　Rutherford，　T・　＆　Jonstone，　A．　B．：　Occupational
　Medieine　＆　lndustrial　Hygiene　（1948」．
9）　Lchmann，　G．：　Arbeitsphysiol．　7，　167　（1933）．
10）　Lchmann，　G．：　Arbeitsphysiol．　8，　218（1934）．
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問題等が挙げられ複雑である。他方，石川1】）は珪肺症の淘
汰現象について述べ，いわゆる珪肺症に罹患し易い人の存
在を説き，山本等12）は珪肺症罹患後の悪化進行度の問題に
付ぎ，若年者または粉塵作業の勤続年数の少ない者ほど悪
化傾向が大であるといい，珪肺症に対する生体の反応様式
の個人差の存在を指摘している。著岩等の成績では，比較
的高年齢〔30歳以上）で始めて採炭作業に従事した者は，同
じ期聞その作業に従事した若年者（29歳以下）に比し，二五
肺症の有病率高く，高年著が若年者に比し罹患し易いこと
を認めた。
　29歳以下で採用され勤続20～29年の著と30歳以上で
採用され勤続19年以下の者との間には有病率に差異を認
めず，この事実は炭珪肺症に対する罹患が勤続年数，即ち
単に粉塵曝露時聞のみによらないことを推測せしめ，この
29歳以下で採用され勤続20～29年の群の現在年齢の平均
が45．7歳，30歳以上で採用され勤続19年以下の群の現在
年齢の平均が47．6歳で，同一年齢層であり，矢張り年齢素
因の罹患に及ぼす影響と考えられる。
　即ち，籠山等4）が鋳造物職場における珪肺調査の結果か
ら，始めてかかる作業に従事した年齢が若い者よりしから
ざる者の方が危険であるような結果を認めているが，著者
等も採炭夫においてこの事実を証明した。
　最後に，何故高年者が若年者に比し，炭珪肺症に罹患し
易いかについて考察したい。
　1）組織及雁性の変化；高年齢者は諸種の組織反応にお’
いて一般に線維増殖が強くあらわれるといわれているが，
炭珪肺症（または珪肺症）の揚合の線維増殖も例外ではない
と考えられる。しかし，これが事実とすれば，直接の原因
は工んであろうか。これについてはCortisoneやACTH
がどのような役割をなしているかは興昧ある問題である。
　CortisoneやACTHが線維増殖を阻止する作用13）を持
ち，Ohii4）は珪糧によって惹起される線維増殖をGluco－
corticoidsが抑制することを述べ，　Magarey15），　Currani6），
Schilleri7）は動物実験でFibrosisがCor七isone，　ACTH
で抑制されること’を報告し，KennedyiS），大西等19）は臨床
実験でその症状を好転せしめることを報告している。これ
らの事実からCortisone，　ACTH等が珪肺症の線維増殖に
影響を及ぼしていることが考えられ，脳下垂体副腎皮質機
能の年齢的変化と高年者の線維増殖が若年者より比較的容
易であることから，このホルモン分泌減退，または平衡破
綻と珪肺結節の発生との問には何等かの関係があるように
思われる。
　2）粉塵排除能力の低減；一般の生理機能は発育完了後
は年齢増加とともに丁丁低下することから，高年者になる
に従い，この粉塵排除能力も低下する可能性が考えられる。
しかし，これに関してはLehmannが鼻腔の濾塵能力が
30％以下の者は珪肺症に罹患し易いと述べているに過ぎ
ず，年齢と濾塵能力との関係についても認むべぎ研究はな
い。
　3）呼吸：量の増大：年長者が若年著に比し，同一労仇後
に呼吸量が増大することが知られているのでL■O），呼吸：量か
ら見れば年長者の方が糧塵の吸入量は多いと考えられる。
しかし，一筋労仇者において肺活量の年齢曲線2bは25～
30歳を頂点として，以後漸次下降して行くという事実があ
るので，上述したところとは逆な関係も成立するようにも
思われる。肺活量を規制する諸機能の相：互関係は複雑であ
るが，一応その可能性を考慮する必要があろう。
結 論
　昭和27年8～9月に北海道の4炭磯の珪肺検診
を実施し，年齢と勤続年数の炭珪肺症罹患に対す
る影響について検診する目的で，採炭夫150名に
ついて統計学的解析を試みた。
　1）勤続年数増加に伴ない，有病率上昇し，採
炭夫では勤続20年以上に．なれば著しく高率とな
る。
　2）30歳以後で始めて採炭作業に従事した者
は，それ以前に従事した者よりも，同一勤続年数
で罹患率が高い。
　3）若年で20年以上勤務した者と，高年で20
年未満の期間勤務した者の有病率の問には差異が
認められない。
　4）以上のことより，高年者は若年者に比し，
炭珪肺症にt対する感受性が高いと思われる。
（艮山川030．1．17受付）
11）石川：労働科学14，145（昭12）。
12）山本・山本：昭和25年労働省珪肺試験室研究報告．
13）田多井二汎適応症候群（昭28）．
14？田多井：汎適応症候群より引用．
15〕Magarey，　F．　R．＆Gough，工：Brit．　J．　Exper．　Path．
　　33，　76　（1952）．
16）　Curran，　R．　C．：　Brit．　J．　Exper．　Path．　33，　82　（1952）．
17）　Sehiller　：　Brit．　」　lndust．　Med．　10，　300（1951）．
18）　Kennedy，　B．　J．　et　al．：　Am．　J．　Med．　10，　134（1951）．
19＞大輔・仙：労働省珪肺労災病院研究報告抄録（昭28．
　　6｝．
20）日本産業衛生協会篇＝珪肺（昭28）．
21）宮崎：慶応医学23，781（昭18）．
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Summary
　　　A　medical　survey　on　anthracosilicosis　was　perforrhed　in　the　summer　of　1952　at　4
coal　mines　in　Hokkaido　and　the　relationship　between　ages　and　the　prevalence　of　anthra－
cosilicosis　was　studied．
　　　　1）　By　X－ray，　anthracosilicosis　was　detected　in　59　cases　（39．30／o）　out　of　150　coal　miners
with　26　cases　in　the　preliminary　stages　of　the　malady　arniction，　29　cases　in　the　first　and
4　cases　in　the　second　and　third　stages　of　the　disease．
　　　None　of　afflicted　were　previously　exposed　to　dust．
　　　　2＞　The　classification　was　rnade，　as　shown　in　table　3，　with　the　age　of　adoption　and
the　years　of　continual　service，　and　the　s，tatistical　significance　of　prevalence　rate　among
each　group　was　tested　by　mean’s　of　X2－test．
　　　　3）　The　results　were　as　follows；
　　　　　　i）　The　prevalence　rate　rose　in　accordance　with　the　length　of　periods　to　dust
　　　　exposure．　The　asce．　nt　in　the　prevalence　rate　was　particulary　high　in　workers　of　the
　　　20　year　category　and　over．
　　　　　　ii）　ln　the　same　duration　of　dust　exposure，　the　prevalence　rate　of　anthra　cosilicosis
　　　　cases，　with　labourers　Who　initiated　to　coal　minig　after　30　years　of　age　were　higher
　　　than　those　who　initiated　to　the　work　prior　to　30　years　of　age．
　　　　　　　From　these　facts，　therefore，　it　seems　to　be　justified　that　the　susceptibility　Qf
　　　　anthracosilicosis　in　the　advanced　aged　persons　was　higher　than　in　young　men．
　　　　　，　（Reeeived　Jan　17，　1955）
t
t
